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2広報せたな

地
域
で
育
む

　

地
域
の
教
育
力
の
低
下
や
教
員
一
人
一
人
の

勤
務
負
担
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成　
20

年
度
か
ら
新
た
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
学
校
を
支

援
す
る
「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
が
全
国

的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
地
域
の
学
校
の
教
育
活
動
に
か
か

わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

特
集
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近
年
、
青
少
年
の
犯
罪
、
い
じ
め
、

不
登
校
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景

に
は
、
都
市
化
、
核
家
族
化
、
少
子
化

お
よ
び
地
域
に
お
け
る
地
縁
的
な
つ

な
が
り
の
希
薄
化
、
個
人
主
義
の
浸

透
な
ど
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
地
域
の

教
育
力
の
低
下
」
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
現
場
で
は
、
学
校
が

多
様
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
教
員

の
教
育
活
動
以
外
に
よ
る
業
務
量
増

加
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
改
善
し
、
地
域

全
体
で
学
校
教
育
を
支
援
し
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
教
育
を
推
進

し
、
地
域
の
教
育
力
向
上
な
ど
を
図

る
取
り
組
み
と
し
て
、
せ
た
な
町
で

地域で育む 特
集

学校支援
地域本部事業

学校･家庭･地域が
一体となって
地域ぐるみで
子どもを育てる
せたな町でも始まります

も
「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
と
は
？

　

学
校
を
支
援
す
る
た
め
、
学
校
が

必
要
と
す
る
活
動
に
つ
い
て
「
子
ど

も
達
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
」
と
い

う
思
い
を
も
つ
地
域
の
方
々
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣
す
る
「
地
域

の
学
校
応
援
団
」
と
い
う
べ
き
組
織

で
す
。
こ
れ
ま
で
も
各
学
校
で
は
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得

な
が
ら
教
育
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
そ
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
学
校
の
ニ
ー
ズ
と
地

域
の
教
育
力
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、

よ
り
効
果
的
な
学
校
支
援
を
お
こ
な

お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
を
と
お
し
て
次
の
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◎
教
員
や
地
域
の
大
人
が
子
ど
も
と

　

向
き
合
う
時
間
を
増
や
す
。

◎
地
域
全
体
で
学
校
を
支
援
す
る
体

　

制
を
つ
く
る
。

◎
地
域
が
学
校
を
支
援
す
る
こ
と
で

　

地
域
の
教
育
力
を
向
上
さ
せ
る
。

■
学
校
支
援
地
域
本
部
の
し
く
み

　

学
校
支
援
地
域
本
部
の
し
く
み

は
、
各
区
の
「
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

「
地
域
協
議
会
」
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
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姿
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
及
び
役
割

繋
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
実
行
委

　

員
会

　

実
行
委
員
会
は
、
学
校
支
援
地
域

本
部
事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
の

様
々
な
取
り
組
み
や
活
動
内
容
な
ど

を
協
議
決
定
す
る
機
関
で
す
。

罫
学
校
支
援
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

　

絡
協
議
会

　

実
行
委
員
会
で
協
議
さ
れ
た
決
定

事
項
に
基
づ
き
、
実
際
に
事
業
を
進

め
て
い
く
実
働
組
織
。
現
在
各
区
で

組
織
さ
れ
て
い
る
「
子
ど
も
の
安
全

を
守
る
連
絡
協
議
会
」
を
学
校
支
援

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
と

し
て
北
檜
山
区
・
瀬
棚
区
・
大
成
区

の
３
区
に
設
置
し
ま
す
。
具
体
的
な

活
動
内
容
は
、
各
区
ご
と
の
学
校
支

援
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

と
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
学
校

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
区
の
実
情
に
合
わ
せ
た
活
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
主
な
活
動
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
学
校
支
援
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

　

絡
協
議
会
の
開
催

・
学
校
支
援
事
業
の
企
画

・
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
実
施

・
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

　

及
び
発
掘

・
人
材
バ
ン
ク
の
作
成

・
広
報
及
び
事
業
普
及
活
動

茎
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

学
校
と
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
つ
な
ぐ
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
学
校
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る

役
割
を
担
い
ま
す
。
せ
た
な
町
は
当

面
の
間
、
教
育
委
員
会
の
社
会
教
育

主
事
が
そ
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

荊
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

学
校
の
教
育
活
動
を
支
援
し
て
い

た
だ
く
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
こ
と

で
、
子
ど
も
達
の
教
育
の
た
め
に
役

立
ち
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
を
持
っ

て
、
学
校
の
教
育
活
動
や
学
校
環
境

整
備
な
ど
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
い
い
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
特
色

①
学
校
の
要
請
に
応
じ
て
、
で
き
る

　

人
が
、
で
き
る
時
に
、
で
き
る
こ

　

と
を
支
援
し
ま
す
。

②
人
か
ら
強
制
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
自
発
的
意
志
に
よ
っ
て
行
わ

れ
ま
す
。

③
先
生
や
子
ど
も
と
一
緒
に
活
動

し
、
学
校
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く

活
動
で
す
。

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
の
経
験
や
専

門
性
を
生
か
す
活
動
で
す
。

⑤
地
域
の
絆
が
強
ま
り
、
地
域
の
活

性
化
に
役
立
つ
活
動
で
す
。

学校支援
ボランティア

地域ぐるみで

子どもを育もう
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町
で
は
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
達
の
た
め
に
何
か
協
力
し
て

頂
け
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

【
北
檜
山
区
】教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　

殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
1
1
1

【
瀬
棚
区
】
瀬
棚
教
育
事
務
所

　
　
　

殺
0
1
3
7
・
8
7
・
3
3
2
2

【
大
成
区
】
大
成
教
育
事
務
所

　
　
　

殺
0
1
3
9
8
・
4
・
5
5
1
1

地域で育む 特
集

募集します
学校支援ボランティア
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●
北
檜
山
小
学
校　
　

人
20

　

尾
野　

圭　
　

く
ん
（
覚
）

　

日
置　

健　
　

く
ん
（
和
彦
）

　

齋
藤　

心　
　

く
ん
（
真
愛
）

　

久
次
米
翔
太　

く
ん
（
渉
）

　

山
代　

晴
久　

く
ん
（
良
哉
）

　

吉
成　

颯
太　

く
ん
（
勇
司
）

　

品
田　

憲
男　

く
ん
（
優
人
）

　

長
岡　

千
弘　

く
ん
（
則
美
）

　

小
栗　

翔　
　

く
ん
（
恵
美
）

　

尾
野
梨
花
子　

ち
ゃ
ん

（
朋
美
）

　

菊
地　

桃
子　

ち
ゃ
ん

（
譲
）

　

伊
勢　

捺
希　

ち
ゃ
ん

（
勝
洋
）

　

工
藤　

紗
瑛　

ち
ゃ
ん

（
裕
一
）

　

澤
谷
奈
那
実　

ち
ゃ
ん

（
大
史
）

　

赤
石　

綾
菜　

ち
ゃ
ん

（
直
樹
）

　

竹
村　

美
香　

ち
ゃ
ん

（
み
ど
り

）

　

須
田　

結
菜　

ち
ゃ
ん

（
喜
浩
）

　

撫
養
い
づ
み　

ち
ゃ
ん

（
英
人
）

　

鈴
木　

彩
花　

ち
ゃ
ん

（
佐
和
子

）

　

山
口　

伶
美　

ち
ゃ
ん

（
あ
ゆ
み

）

●
若
松
小
学
校　

４
人

　

馬
場　

雄
代　

く
ん
（
丈
宜
）

　

平
田　

皓
也　

く
ん
（
敏
文
）

　

岡
本　

慈
徳　

く
ん
（
り
ん
太
郎

）

　

門
脇　

蒼
太　

く
ん
（
夕
佳
）

●
玉
川
小
学
校　

１
人

　

宗
像　

宏
佳　

ち
ゃ
ん

（
正
行
）

●
小
倉
山
小
学
校　

３
人

　

野
中　

正
喜　

く
ん
（
信
成
）

　

本
杉　

麻
奈　

ち
ゃ
ん

（
毅
）

　

鈴
木　

喜
子　

ち
ゃ
ん

（
孝
司
）

●
瀬
棚
小
学
校　
　

人
１５

　

古
畑　

礼
人　

く
ん
（
公
士
）

　

德
本　

拓
海　

く
ん
（
秀
次
）

　

神
田　

嵐　
　

く
ん
（
和
浩
）

　

澤
田　

孝
秋　

く
ん
（
美
花
）

　

西
田　

知
輝　

く
ん
（
克
則
）

　

竹
浪　

聡　
　

く
ん
（
潤
）

　

幅　
　

瑛
資　

く
ん
（
き
み
こ

）

　

濱
口　

縁　
　

く
ん
（
信
）

　

生
出　

健
太　

く
ん
（
道
雄
）

　

松
永　

真
翔　

く
ん
（
英
人
）

　

熊
谷　

汐
美　

ち
ゃ
ん

（
厚
志
）

　

髙
島　

羽
純　

ち
ゃ
ん

（
憲
幸
）

　

本
間　

陽　
　

ち
ゃ
ん

（
雅
寿
）

　

手
塚　

柚　
　

ち
ゃ
ん

（
一
成
）

　

工
藤　

桃
花　

ち
ゃ
ん

（
真
）

●
馬
場
川
小
学
校　

２
人

　

横
山　

恵
也　

く
ん
（
一
康
）

　

上
泉　

美
亜　

ち
ゃ
ん

（
新
）

●
島
歌
小
学
校　

２
人

　

福
士　

恩　
　

く
ん
（
圭
二
）

　

成
田　

凪
沙　

ち
ゃ
ん

（
憲
一
）

●
久
遠
小
学
校　
　

人
14

　

藤
谷　

雄
丞　

く
ん
（
強
）

　

平
澤　

太
一　

く
ん
（
文
幸
）

　

三
上　

真
優　

く
ん
（
剛
）

　

光
銭　

太
陽　

く
ん
（
浩
）

　

田
原　

功
大　

く
ん
（
悌
二
）

　

佐
藤　

兼
心　

く
ん
（
充
）

　

藤
原　

裕
人　

く
ん
（
政
樹
）

　

平
澤　

侑
晟　

く
ん
（
誠
）

　

小
田
桐　

凱　

く
ん
（
貴
子
）

　

櫛
引　

渉　
　

く
ん
（
強
）

　

小
守
林　

蘭　

ち
ゃ
ん

（
満
）

　

平
澤
い
ち
こ　

ち
ゃ
ん

（
和
彦
）

　

福
島　

麻
桜　

ち
ゃ
ん

（
浩
司
）

　

中
市　

朱
音　

ち
ゃ
ん

（
実
）

●
平
田
内
小
学
校　

1
人

　

倉
見　

未
夕　

ち
ゃ
ん

（
秀
城
）

●
長
磯
小
学
校　

１
人

　

笹
谷　

寿
哉　

く
ん
（
憲
行
）

も
う
す
ぐ
１
年

も
う
す
ぐ
１
年
生生

こ
の
春

人
が
小
学
校
に
入
学
し
ま

こ
の
春　

人
が
小
学
校
に
入
学
し
ま
すす

６３６３

今
年
の
４
月
に
町
内
の
小

　

今
年
の
４
月
に
町
内
の
小
学学

校
に
入
学
す
る
新
１
年
生
は

校
に
入
学
す
る
新
１
年
生
は
、、

平
成

年
４
月
２
日
か
ら
平

平
成　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成成

１４１４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れれ

１５１５た
次
の

人
で
す

た
次
の　

人
で
す
。。

６３６３

（

）
内
は
保
護
者
名
で
す

　

（　

）
内
は
保
護
者
名
で
す
。。

転
入
し
て
こ
ら
れ
た
方
な

　

転
入
し
て
こ
ら
れ
た
方
な
どど

で
名
簿
に
載
っ
て
い
な
い
方
や

で
名
簿
に
載
っ
て
い
な
い
方
や
、、

住
所
が
変
わ
っ
て
い
る
方
は

住
所
が
変
わ
っ
て
い
る
方
は
、、

町
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く

町
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だだ

さ
い
さ
い
。。

■
教
育
委
員
会
企
画
総
務

■
教
育
委
員
会
企
画
総
務
課課

〔
担
当
／
谷
川
・
松
浦
・
小
林

　

〔
担
当
／
谷
川
・
松
浦
・
小
林
〕〕

　

殺殺
０
１
３

０
１
３
７７
・・

８８
４４
・・

５
１
１

５
１
１
１１
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　平成17年３月に策定した、定員適正化計画の進捗状況をお知らせいたします。

■問い合わせ先／政策調整課まちづくり推進係〔担当／濱登・吉田〕　殺0137-84-5111

●一般行政部門
①前年との比較／△5人（H19年４月１日職員数１67人に対しH20年４月１日実績では１62人）

②目標値との比較／△17人（目標値１79人に対し実績１62人）目標を上回っています。

■主な増減理由／職員の定年退職や勧奨退職による減が大きな要因となっています。

●特別行政部門（教育委員会、高等学校等）
①前年との比較／△15人（H19年４月１日職員数52人に対しH20年４月１日実績では37人）

②目標値との比較／△3人（目標値40人に対し実績37人）目標を上回っています。

■主な増減理由／大成高等学校の閉校による高校教員の転出が大きな要因となっています。

●公営企業等会計部門（病院等）
①前年との比較／△3人（H19年４月１日職員数88人に対しH20年４月１日実績では85人）

②目標値との比較／△9人（目標値９4人に対し実績85人）目標を上回っています。

■主な増減理由／自己都合による看護師の中途退職による減が大きな要因となっています。

定員適正化計画の進捗状定員適正化計画の進捗状況況

職
員
数
（
人
）

331 330
325

313

304 308

324

307

284

260

270

280

290

300

310

320

330

340

H17 H18 H19 H20 H21 H22

目標

実績

増減理由
増減区分

（減員）（増員）

●行政職３名定年退職
●行政職１名退職●勧奨退職４名
●保育士１名退職

●行政職１名採用
●保健師２名採用
●人事異動に伴う増１名

△5一般行政部門

●行政職２名定年退職
●行政職２名退職●公務補１名退職
●高校教員１１名転出●高校教員２名退職

●高校教員３名採用△15特別行政部門

●看護師１名定年退職
●看護師３名退職
●人事異動に伴う減１名

●看護師２名採用△3公営企業等会計部門

姿増減の理由（部門別）

純減率純減数
平成22年4月1日
目標職員数

平成17年4月1日
職員数

△6.9%△23人308人331人

姿数値目標

計画期間：平成１７年４月１日〜平成２２年４月１日

①前年との比較／△23人（H19年４月１日職員数307人に対しH20年４月１日実績284人）

②目標値との比較／△29人（目標値313人に対し実績284人）目標を上回っています。

増減の理由については以下に示します。

平成20年4月1日平成19年4月1日
職員数（Ａ）

区分
増減（Ｃ-Ａ）対前年増減（Ｃ-Ｂ）対目標実績（Ｃ）目標値（Ｂ）

△5人△17人162人179人167人一般行政部門

△15人△3人37人40人52人特別行政部門

△3人△9人85人94人88人公営企業等会計部門

△23人△29人284人313人307人合計

姿進捗状況（実績）
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（有料広告）
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10広報せたな

コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報

コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報
館館

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ててててててててててててててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

っ
て
み
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
ううううううううううううううううううううううううううううう
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
う
！
ととととととととととととととととととととととととととととと
ななななななななななななななななななななななななななななな
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

と
な
り
まままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
ち
〜

長
万
部
町                                      

〜
長
万
部
町
ポ
イ
ン
ト
ガ
イ
ド
〜

学
習
文
化
セ
ン
タ
ー

５
万
７
千
冊
の
書
籍
類
、　

枚
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
を
豊

４８０

富
に
揃
え
た
図
書
館
や
Ａ
Ｖ
室
、
最
新
設
備
を
誇

る
多
目
的
ホ
ー
ル
を
備
え
て
い
ま
す
。
図
書
館

は
、
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。
●
場
所
／
温
泉
町
（
セ
ン
タ
ー
通
り
）

●
時
間
／
午
前　

時
〜
午
後
６
時
（
夜
間
特
別
開

10

館
／
毎
週
木
曜
日
午
後
９
時
ま
で
）
●
休
館
日
／

月
曜
日
、
年
末
年
始
●
問
い
合
わ
せ
先
／
学
習
文

化
セ
ン
タ
ー 
殺
0
1
3
7
7
・
2
・
5
7
5
7

八
雲
町                                         

八
雲
の
温
泉
再
発
見

温
泉
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
中
！

ス
タ
ン
プ
１
個
で
も
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
八
雲
の
食
事

代
や
当
該
施
設
で
の
食
事
代
、
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト

八
雲
の
入
場
料
な
ど
が　

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
！
さ
ら

１０

に
、
ス
タ
ン
プ
が
６
個
た
ま
る
と
…
①
参
加
店
１

施
設
の
入
浴
料
が
無
料
②
抽
選
で
豪
華
賞
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
●
参
加
施
設
／
温
泉
ホ
テ
ル
八
雲
遊
楽

亭
／
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
温
泉
ホ
テ
ル
清
瀧
園
／
温
泉

旅
館
銀
婚
湯
／
桜
野
温
泉
熊
嶺
荘
／
八
雲
温
泉
お

ぼ
こ
荘
／
山
峡
の
湯
の
宿
見
市
温
泉
●
問
い
合
わ

せ
先
／
八
雲
温
泉
振
興
協
議
会
（
役
場
商
工
観
光

労
政
課
内
） 

殺
0
1
3
7
・
6
2
・
2
1
1
1

八
雲
町
熊
石
地
域                            

試
し
て
み
て
！
熊
石
海
洋
深
層
水

海
洋
深
層
水
は
、
熊
石
漁
港
内
の
熊
石
海
洋
深
層

水
総
合
交
流
施
設
で
分
水
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
試
し
く
だ
さ
い
。
●
町
外
利
用
者
／
小
口
分
水

一
般
用
（
2
0
㍑
）
１
０
０
円
／
業
務
用
（
１
弱
）

６
０
０
円
／ 
大
口
分
水
一
般
用
（
１
弱
）
６
０
０

円
／
業
務
用
（
１
弱
）
６
０
０
円
●
問
い
合
わ
せ

先
／
熊
石
海
洋
深
層
水
総
合
交
流
施
設 
殺
0
1
3

9
8
・
2
・
2
3
0
0

今
金
町                                         

〜
大
好
評
発
売
中
〜

今
金
（
純
米
吟
醸
酒
）

・
万
太
郎
（
特
別
本
醸
造
酒
）

米
処
、
今
金
生
ま
れ
の
酒
造
好
適
米
「
吟
風
」
を

health

３
月
1
日
か
ら
「
女
性
の
健
康
週
間
」
で
す

釜
保
健
師
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
鍵
鎧

今月の担当

北檜山区

長谷川久恵で
す

　

毎
年
、
３
月
１
日
〜
３
月
８
日
ま

で
の
一
週
間
は
「
女
性
の
健
康
週
間
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
こ
の
機

会
に
今
一
度
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
回
は
女

性
特
有
の
が
ん
で
あ
る
「
乳
が
ん
」

「
子
宮
が
ん
」
に
つ
い
て
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

姿
乳
が
ん

＊　

人
に
1
人
以
上
か
か
る
病
気
＊

30

　

乳
が
ん
は
欧
米
に
多
く
日
本
に
は

少
な
い
が
ん
で
し
た
が
、
近
年
ど
ん

ど
ん
増
え
続
け
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
は
年
間
で
約
４
万
人

の
方
が
乳
が
ん
に
か
か
る
と
言
わ

れ
、
今
や　

人
に
1
人
以
上
が
か
か

30

る
病
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
代
で

は　

〜　

代
の
方
に
多
く
見
ら
れ
ま

40

50

す
が
、　

代
や　

代
で
か
か
る
女
性

30

60

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

＊
増
加
の
原
因
＊

　

乳
が
ん
が
増
え
て
い
る
原
因
と
し

て
、
生
活
習
慣
の
変
化
に
よ
る
食
生

活
の
欧
米
化
や
、
社
会
変
化
に
よ
る

晩
婚
化
・
高
年
齢
出
産
な
ど
が
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
以
下
、
乳
が
ん
に

か
か
る
危
険
性
の
あ
る
原
因
を
あ
げ

ま
す
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
下

さ
い
。

□
初
経
が　

歳
以
前
で
あ
る　
　
　

12

□
閉
経
が　

歳
以
降
で
あ
る

50

□
出
産
経
験
が
な
い

□
初
産
が　

歳
以
上
で
あ
る

35

□
母
親
、
姉
妹
、
祖
母
に
乳
が
ん
に

　

な
っ
た
人
が
い
る

□
女
性
ホ
ル
モ
ン
剤
を
使
用
し
た
こ

　

と
が
あ
る

□
乳
腺
疾
患
（
乳
腺
腫
、
乳
腺
炎
な　

　

ど
）
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

□
閉
経
後
の
肥
満
が
あ
る

□
普
段
か
ら
お
酒
を
飲
む
習
慣
が
あ

　

る

＊
乳
が
ん
の
症
状
＊

　

乳
が
ん
の
症
状
と
し
て
特
徴
的
な

点
を
以
下
に
あ
げ
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
症
状
が
あ
る
場
合
で
も
、
す
べ
て

が
乳
が
ん
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

①
乳
房
内
や
わ
き
の
下
な
ど
乳
房
周

　

辺
に
し
こ
り
を
感
じ
る
。

②
乳
房
の
皮
膚
が
え
く
ぼ
の
よ
う
に

　

へ
こ
ん
だ
り
、
赤
く
は
れ
る
。

③
乳
頭
が
た
だ
れ
た
り
、
へ
こ
む
。

④
乳
頭
か
ら
茶
色
っ
ぽ
い
分
泌
物
が

　

出
る
。

⑤
わ
き
の
下
の
リ
ン
パ
節
に
し
こ
り

　

を
感
じ
る
。

＊
自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ

う
＊

　

乳
が
ん
は
早
い
時
期
に
発
見
し
治

療
す
れ
ば
、
完
治
す
る
確
立
が
高
い

病
気
で
す
。
自
己
触
診
と
い
っ
て
月

に
一
度
、
自
分
で
見
た
り
触
っ
た
り

し
て
異
常
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
月
経
が
終
わ
っ
て
か

ら
一
週
間
く
ら
い
が
自
己
触
診
に
適

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
閉
経
を
迎
え
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使
用
、
倶
知
安
町
の
「
二
世
古
酒
造
」
で
熟
練
の

杜
氏
の
技
に
よ
り
、
最
上
級
の
酵
母
で
寒
中
ゆ
っ

く
り
醸
造
し
た
こ
だ
わ
り
の
一
品
で
す
。
今
金
の

地
酒
を
一
度
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。
●
価
格

／
純
米
吟
醸
酒
今
金　

朱 
1
、
6
5
0
円
、　

狩 

720

1.8

2
、6
5
0
円
／
特
別
本
醸
造
酒
万
太
郎　

朱
1
、

720

3
5
0
円
、　

狩
2
、
3
5
0
円
●
販
売
先
／
今
金

1.8

町
内
の
各
酒
販
店
●
問
い
合
わ
せ
先
／
今
金
地
酒

の
会
（
今
金
観
光
協
会
内
） 

殺
0
1
3
7
・
8
2
・

3
5
6
1

せ
た
な
町
北
檜
山
区                  　
   

こ
の
時
期
だ
け
の

純
米
生
原
酒
「
よ
し
こ
」
好
評
発
売
中
！

昨
年
秋
の
新
米
、
北
檜
山
産
の
き
ら
ら
３
９
７
を

１
０
０
％
使
用
。
芳
醇
で
辛
口
の
味
わ
い
は
新
鮮

な
魚
介
や
鍋
物
に
ピ
ッ
タ
リ
！
期
間
限
定
の
偐
生
做

の
味
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
●
価
格
／
純
米
生

原
酒 　

朱 
1
、5
0
0
円
、
純
米
生
詰 　

朱 
1
、

720

720

5
0
0
円
、
特
別
純
米
酒 　

朱 
1
、5
0
0
円
●

720

販
売
先
／
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
、
区
内
各
酒

販
店
●
問
い
合
わ
せ
先
／
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や

ま 
殺
0
1
3
7
・
8
4
・
4
1
2
0

せ
た
な
町
瀬
棚
区                            

純
米
酒
「
吟
子
物
語
」
好
評
発
売
中
！

新
米
（
ア
イ
ガ
モ
農
法
に
よ
る
有
機
米
）
で
醸
造

し
た
純
米
酒
「
吟
子
物
語
」
が
好
評
発
売
中
で
す
。

現
在
は
、
加
熱
処
理
を
し
て
い
な
い
生
々
バ
ー

ジ
ョ
ン
が
発
売
中
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。「
吟
子
物
語
」
は
町
内
の
各
酒

販
店
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地

方
発
送
も
承
り
ま
す
の
で
、
お
土
産
や
ご
贈
答
に

も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
●
販
売
価
格
（
税
込
）

／　

狩
2
、
5
0
0
円　

7
2
0
朱 
1
、2
0
0
円

1.8
●
問
い
合
わ
せ
先
／
せ
た
な
町
酒
販
会
（
事
務
局

／
せ
た
な
商
工
会
瀬
棚
支
所
内
） 

殺
0
1
3
7
・

8
7
・
3
4
3
5

せ
た
な
町
大
成
区                            

『
国
民
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
』

広
大
な
貝
取
澗
渓
谷
の
保
養
温
泉
地
に
位
置
す
る

身
も
心
も
あ
っ
た
か
に
な
る
温
泉
。
お
風
呂
か
ら

眺
め
ら
れ
る
四
季
折
々
の
景
色
、
周
辺
に
は
遊
歩

道
や
公
園
も
あ
り
、
大
成
の
大
自
然
を
満
喫
で
き

ま
す
。
●
場
所
／
せ
た
な
町
大
成
区
貝
取
澗
●
入

浴
料
／
大
人
3
6
0
円
、
小
人
1
0
0
円
●
問
い

合
わ
せ
先
／
国
民
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー 
殺
0
1
3

9
8
・
4
・
6
3
2
7

た
方
は
、
月
に
一
度
日
に
ち
を
決
め

て
の
チ
ェ
ッ
ク
が
お
す
す
め
で
す
。

■
見見
てて
チ
ェ
ッ
ク
鎧

　

左
右
の
乳
房
の
形
や
大
き
さ
、
え

く
ぼ
の
よ
う
な
く
ぼ
み
が
な
い
か
、

乳
頭
の
形
や
異
常
な
分
泌
物
が
な
い

か
チ
ェ
ッ
ク
！
！

■
触
っ
触
っ
てて
チ
ェ
ッ
ク
鎧

　

指
の
腹
で
小
さ
く
円
を
描
き
な
が

ら
滑
ら
せ
る
よ
う
に
動
か
し
、
し
こ

り
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
鎧
乳
房
の
部

分
だ
け
で
は
な
く
、
鎖
骨
か
ら
肋
骨

の
下
、
わ
き
の
下
ま
で
広
い
範
囲
を

触
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
乳
頭
を

つ
ま
み
、
分
泌
物
が
な
い
か
ど
う
か

も
チ
ェ
ッ
ク
鎧

姿
子
宮
が
ん

　

子
宮
が
ん
に
は
、
大
き
く
分
け
て

子
宮
の
下
方
の
膣
に
つ
な
が
る
部
位

に
で
き
る
「
子
宮
頚
部
が
ん
」
と
、

子
宮
上
方
の
球
形
に
ふ
く
ら
む
部
分

に
で
き
る
「
子
宮
体
部
が
ん
」
が
あ

り
ま
す
。
同
じ
子
宮
に
で
き
る
が
ん

で
す
が
、
症
状
や
で
き
や
す
い
年
齢
、

が
ん
を
引
き
起
こ
す
原
因
な
ど
が
異

な
り
ま
す
。

＊
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
＊

■
子
宮
頚
が
ん

○
多
い
年
齢
／　

歳
〜　

歳
代

30

40

○
発
生
の
割
合
／
・
子
宮
が
ん
の
6

〜
7
割
・
出
産
経
験
の
あ
る
女
性
に

多
い

○
症
状
／ 
初
期
段
階
の
自
覚
症
状

は
な
し
進
行
す
る
と
…
・
性
行
為
時

の
出
血
・
月
経
以
外
で
の
出
血
・
普

段
と
違
う
お
り
も
の
の
増
加

■
子
宮
体
が
ん

○
多
い
年
齢
／　

〜　

歳
代

50

60

○
発
生
の
割
合
／
子
宮
が
ん
の
3
割

程
度
・
妊
娠
・
出
産
経
験
が
な
い
、

ま
た
は
少
な
い
方
に
多
い
・
肥
満
や

糖
尿
病
の
方
が
発
生
し
や
す
い

○
症
状
／
初
期
段
階
か
ら
月
経
以
外

で
の
出
血
が
あ
る
進
行
す
る
と
…
・

性
行
為
時
の
血
の
混
じ
っ
た
お
り
も

の
・
茶
色
い
お
り
も
の
の
増
加
・ 
下
腹

部
の
痛
み

※
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
鍵
鎧

　

「
乳
が
ん
」「
子
宮
が
ん
」
と
も
、

早
い
時
期
に
発
見
し
治
療
す
る
こ
と

で
、
そ
の
後
の
経
過
は
比
較
的
良
好

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
乳
が
ん
」

「
子
宮
が
ん
」
と
も
決
し
て
こ
わ
い
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
乳
が
ん
」
は

　

歳
か
ら
検
診
を
！
「
子
宮
が
ん
」

30は　

歳
か
ら
検
診
を
！
症
状
が
見
ら

20
れ
た
ら
専
門
機
関
の
受
診
を
！
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　

北
檜
山
区
で
は
４
月
・　

月
、
瀬

１１

棚
・
大
成
区
で
は　

月
に
乳
が
ん
・

１０

子
宮
が
ん
検
診
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
日
程
等
は
後
日
ま
た
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

是
非
検
診
を
受
診
し
て
下
さ
い
鎧

姿
瀬
棚
保
健
セ
ン
タ
ー
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

１
月　

日
に
北
海
道
赤
十
字
社

２６

よ
り
共
同
購
入
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
瀬

棚
保
健
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
と
は
、
心
臓
マ
ヒ
な
ど
で
突
然

止
ま
っ
た
心
臓
を
元
に
戻
す
機
械

で
す
。
使
い
方
は
音
声
ガ
イ
ド
に

従
う
だ
け
で
誰
で
も
可
能
で
す
。

　

今
回
設
置
さ
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
持

ち
運
び
型
な
の
で
、
各
種
集
会
行

事
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
に
貸
出
し

可
能
で
す
。
貸
出
し
希
望
の
方
は

瀬
棚
保
健
セ
ン
タ
ー
（
殺
0
1
3

7
・
8
7
・
3
9
9
0
）
保
健
福
祉

課
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。



道高むつ子さんミニコンサート1/29
ふれあいサロン”ぷらっと”で（瀬棚区）

　1月29日（木）、瀬棚総合福祉センターやすらぎ
館において、社会福祉協議会瀬棚支所主催による
ふれあいサロン“ぷらっと”が開催され、「道高む
つ子ミニコンサート」が行なわれました。
　キングレコードの道高さんが、ボランティアで
ふれあいサロン“ぷらっと”を訪れるのは今年で
３年目。過去最高の約１２０名が集まりました。
　コンサートでは演歌や民謡など合わせて８曲を
披露し、全員で民謡「ソーラン節」を歌うなど会
場の皆さんは素晴らしいステージを満喫していま
した。その他、健康体操やミニゲーム・昼食会など
も行なわれ、参加者は楽しい一日を過ごしました。

「女性ふれあい消費者交流会」開催   1/24

　地元の美味しさを味わってもらおうと1月24日
（土）、女性ふれあいセンターにおいて北檜山区女
性ふれあいグループ連絡協議会（佐藤京子代表）
による｢女性ふれあい消費者交流会｣が開かれま
した。この交流会は自分たちの生産した農産物を
使った料理を通じて消費者と交流を深め、地元農
産物の本当の美味しさを知ってもらうのが狙い
で、今年で４回目。この日は、約80人が参加し「ゆ
りねのコロッケ」、「大根とひき肉の南蛮味噌炒め」
など素材をいかしたヘルシーなアイディア料理16
品を試食しながら野菜のうまみを引き出す調理の
コツなど楽しい会話が弾みました。

2009せたなCUP雪合戦大会開催   2/1

　2月1日（日）、2009せたなＣＵＰ雪合戦大会（実
行委員会主催）が温泉ホテルきたひやま前特設会
場で開催されました。第21回昭和新山国際雪合戦
の渡島檜山予選会も兼ねた公式な大会で、地元の
ほか、函館、八雲、上ノ国、今金から8チームが出
場。選手たちは壁に身を隠しながら、熱い戦いを
繰り広げました。上位4チームが２月21〜22日、
胆振管内壮瞥町で開かれる本大会に出場すること
になります。
●優勝／せたな町役場ＳＦＣ●準優勝／ＢＵＲＳ
Ｔ（今金）●第3位／せたなレスキュー●第3位／
プチ･アンファン（上ノ国）

檜山北高で「環境教育講演会」   1/23
地域とともに学ぶ高等学校環境教育推進事業

　1月23日（金）、檜山北高等学校において「環境
教育講演会」が行われました。この「環境教育講
演会」は、北海道が進めている「地域とともに学
ぶ高等学校環境教育推進事業」に檜山北高等学校
が選ばれ、３年間に渡るプロジェクトがスタート
することとなり、その取組の第１回として開催さ
れました。
　講演会は、檜山北高校の生徒１・３年生を対象に
「環境問題とせたな町洋上風車“風海鳥”」と題し、
せたな町瀬棚総合支所の洋上風車担当者が講演を
行いました。生徒たちは初めて聞く話に興味深く
聞き入っていました。

今年で4回目（北檜山区）

雪球にかける熱いドラマの始まりを告げる（北檜山区）

12広報せたな



北海道社会貢献賞（自治功労者）受賞     2/9

永年の功績を称えて 髙畑 實さん（大成区）

「ひそっぷバレーボール大会」開催 2/8

今年も賑わいました（北檜山区）

　２月８日（日）、町民体育館において「ひそっぷバ
レーボール大会」が開催されました。これは町内北檜
山区丹羽で営業しているアイスショップひそっぷが
主催する大会で今年で4回目。当日は地元の他、函
館、今金から一般8チーム、女子8チームの合計16
チームが参加、およそ150人もの選手及び関係者で
賑わいました。
◎大会の結果は次のとおりです。

町観光ポスターが3年連続特選受賞！

町職員手作りの観光ポスター三連覇

　第５５回北海道広報コンクール審査会において、
役場職員手づくりの観光ポスター“セタナから重
大発表”がポスターの部最高峰の特選に３年連続
で選ばれました。
上から順番に
●2008“セタナから重大発表”（今回受賞作品）
●2007“この夏、せたなでヴィクトリ〜”
●2006“夏のセタナもおもしろい”

「初午大漁祈願祭」開催　　　　  2/6 

今年の豊漁と海上安全を願い（北檜山区）

　２月６日（金）、北檜山区新成地区で、１年間の
豊漁と海上安全を祈願して「初午大漁祈願祭」が
行われました。
　この「初午（はつうま）」は、古くから伝わる行
事で、「おしとぎ」と呼ばれる白い汁を顔に塗るの
が伝統となっています。
　当日は、参加者約５０人が顔に「おしとぎ」を塗っ
た後、沖揚げ音頭に合わせて瀬棚海上保安署長と
高橋町長が胴上げされ、歌と笑いで１年間の豊漁
と海上安全を願いました。

　このたび大成区長磯の髙畑實さんが北海道社会
貢献賞を受賞されました。
　昭和４７年大成町議会議員に初当選以来、３４年の
永きにわたり議会議員として地方自治の育成発展
に尽力されました。また産業・社会福祉・保健衛
生の分野においても多大な貢献をされた功績が認
められ北海道知事の表彰を受けました。伝達式は
２月９日、町長室にて行われ檜山支庁地域振興部
長から手渡されました。

女子の部一般の部
蜜柑になる（今金中学校）project"KA"(今金･せたな町)第1位
瀬棚ﾊ゙ﾚーﾎ゙ ﾙーｸﾗﾌ゙（せたな町）Links A（函館市）第2位
やるべやﾄ゙ﾗｺ゙ﾝﾏﾏﾁーﾑ（せたな町）ブルー・ツリー（函館市）第3位

13 Setana Public Relations 
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二
〇
〇
八
年
が
明
け
て
一
ヶ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

異
常
な
少
雪
暖
冬
に
続
き
、
今
冬
も

同
傾
向
の
よ
う
で
灯
油
高
か
ら
歓
迎

も
さ
れ
る
の
で
す
が
、
あ
る
程
度
冬

は
雪
が
な
い
と
不
都
合
な
面
も
多
々

あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
地
球
温
暖

化
が
危
惧
さ
れ
、
全
世
界
的
な
防
止

対
策
が
緊
喫
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
、
世
界
の
科
学
者
た
ち
に

よ
る
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
の
報
告
書
は

「
温
暖
化
の
原
因
が
人
間
活
動
で
あ
る

可
能
性
は　

％
以
上
。
今
後
も
温
暖

９０

化
は
進
む
が
、
対
策
を
強
化
す
れ
ば

深
刻
な
影
響
を
回
避
す
る
こ
と
は
で

き
る
」
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
七
月
開
催
さ
れ
る
「
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
を
主
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
先

進
国
首
脳
を
は
じ
め
と
し
、
各
国
政

府
関
係
者
、
報
道
機
関
、
警
備
関
係
者

等
々
膨
大
な
数
の
人
々
の
来
道
が
予

測
さ
れ
、
道
内
へ
の
経
済
効
果
も
試

算
さ
れ
る
な
ど
、
道
内
外
か
ら
の
期

待
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
道

と
し
て
も
サ
ミ
ッ
ト
道
民
会
議
（
会
長

高
橋
は
る
み
知
事
）
を
立
ち
上
げ
、
各

国
首
脳
と
の
交
流
事
業
「
未
来
へ
の

夢
、
世
界
と
の
絆
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
道
内
二
十
市
町
村
が
二
十
六
事
業

を
提
案
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
へ
向
け
本

格
的
に
始
動
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
に
実
効
性
を
持
た

す
た
め
、
十
年
前
に
採
択
さ
れ
た
「
京

都
議
定
書
（
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
）
」

の
達
成
が
難
し
い
国
際
状
況
も
あ
り

ま
す
が
、
「
温
暖
化
」
を
人
ご
と
と

思
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
世
論
調
査
で
も
九
割
以
上
の
人

が
「
生
活
習
慣
の
改
革
」
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
単
な
る

祭
り
事
に
終
え
る
こ
と
な
く
、
豊
か

な
自
然
と
食
を
売
り
と
す
る
北
海
道

の
未
来
の
た
め
環
境
保
全
、
温
暖
化

防
止
を
全
世
界
に
発
信
し
、
各
人
が

日
常
身
近
に
考
え
、
行
動
す
る
機
会

と
考
え
た
い
。

プププププププププププ

リリリリリリリリリリリ
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先
頃
、
道
教
委
は
「
二
十
一
年
度
全

国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調

査
」
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。
全
国
平

均
と
比
較
、
小
学
校
男
女
と
も
に
握

力
、
長
座
体
前
屈
、
ボ
ー
ル
投
げ
の
三

種
目
で
上
回
っ
て
い
る
が
、
残
る
五
種

目
で
は
下
回
り
。
中
学
校
で
は
、
男
子

の
握
力
以
外
七
種
目
で
下
回
り
、
女
子

は
八
種
目
全
て
で
下
回
っ
た
。
ま
た
、

体
格
は
平
均
よ
り
上
位
に
あ
る
が
、
小

中
男
女
と
も
肥
満
傾
向
に
あ
り
、
総
じ

て
低
い
状
況
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
運
動
部
へ
の
加
入
状
況
」「
部
活
動

指
導
者
の
確
保
」「
地
域
間
格
差
」
等
々

の
声
も
あ
り
、
ま
た
、「
望
ま
し
い
食
・

運
動
習
慣
の
定
着
」「
学
力
と
体
力
の

関
連
性
」
も
提
起
さ
れ
る
な
ど
、
教
育

現
場
に
お
い
て
も
論
議
を
呼
ん
で
い

ま
す
。

　

昔
は
、
地
域
の
何
処
で
も
子
ど
も
達

が
集
い
、
四
季
折
々
様
々
な
遊
び
に
興

じ
て
い
る
原
風
景
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
時
は
移
ろ
い
少
子
化
の
時
代
と
な

り
、
更
に
は
不
審
者
等
へ
の
対
策
か
ら

安
心
、
安
全
に
屋
外
で
遊
べ
な
く
な

り
、
い
き
お
い
家
の
中
で
一
人
ま
た
は

限
定
し
た
友
達
と
の
ゲ
ー
ム
類
の
遊

び
で
過
ご
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
体
力
低
下
は
、
全
体
の
水

準
が
低
下
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

二
極
化
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
お

り
、
運
動
を
や
り
過
ぎ
て
い
る
子
ど
も

が
い
る
一
方
で
、
極
端
に
運
動
不
足
の

子
ど
も
の
増
加
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
頃
の
生
活
の
中
で
体
を
動
か

す
機
会
や
環
境
を
、
家
庭
や
地
域
社
会

で
創
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。

　

既
存
の
関
連
施
設
の
有
効
活
用
や

よ
り
多
く
の
世
代
が
参
加
す
る
社
会

体
育
事
業
を
進
め
る
な
ど
、
活
力
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
の
町
づ
く
り
に
一
層
努
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　１月１１日（日）、せたな町民体育館において「第３回
せたな町子連子どもかるた大会」が開催され、ジュニア
の部６チーム、小学生の部１７チーム、中学生の部６
チーム、合計２９チーム９５名が参加しました。
　出場選手の皆さんは、日頃の練習の成果を思う存分
発揮し、熱戦が繰り広げられました。

＊ジュニアの部上位２チーム、小学生の部、中学生の
部いずれの上位４チームは、１月１８日（日）上ノ国町
で開催された「檜山管内子どもかるた大会」に出場し
ました。

第３回せたな町子連

「子どもかるた大会」開催

中学生の部小学生の部ジュニアの部
丹羽Ａかっとび若松緑町ジュニア優　勝
丹羽Ｂ元町緑町ジュニアガールズ準優勝

北檜山ガールズ若松ＧＯ！ＧＯ！島歌・馬場川第３位
島歌・馬場川小倉山なかよし丹羽ジュニア第４位

　１月６日（日）、大成農漁村総合センターにおいて、
新春書初め大会が開催され、小学生から一般まで１５名
が参加しました。
　大成区久遠　桝田 昌好さんの指導のもと、２時間
みっちりと練習し、気持ちを込めた力作が完成しまし
た。出来上がった作品は写真のとおりです。

「大成区新春書初め大会」
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生・涯・学・習 

　１月３１日（土）、せたな町体育協会大成支部主催の「第
１９回大成スキー大会」が大成スキー場で開催されまし
た。当日は、幼児から一般まで６１名が参加し、日頃の
練習の成果を発揮しました。幼児の部では、３才の子
も参加し会場内を和ませ、一般の部では、ピカチュウ、
デビルマンなどに仮装し、大会を大いに盛り上げてい
ました。競技終了後は、温かい豚汁を食べ、お楽しみ
抽選会も行われ、１日楽しく有意義に子どもたちも大
人も過ごすことができました。

ウィークエンド活動促進事業

｢第１９回大成スキー大会｣

第３位第２位第１位幼児部門
ひらさわまちこつじこはるくらみ　みゆ幼児（直滑降）
ふじやゆうすけひらさわたいちひらさわいちこ幼児（大回転）

第３位第２位第１位大回転部門
倉見　恵太笹谷　竜哉中川　尚志男子

小学1・2年生
上野　有紗横田ひかり佐野　涼花女子
大野　裕太手塚　大樹平澤　亮斗男子

小学3・4年生
―水野　紫帆水野　沙耶女子

杉村　崇斗久慈　　遼横田　朝陽男子
小学5・6年生

平澤　美優杉村砂優里沖崎菜々美女子
――横田あかり女子中学生・高校生

西村　竜太清水　孝寿志和　勝美男子
一　般

中里まり子横田　美代藤谷　久子女子

　1月16日(金)と１月31日(土)、ピリカスキー場を会場
に平成20年度区民移動スキー教室が開催されました。
　このスキー教室は講師にＳＡＪ公認ピリカスキー学
校の指導員をお願いし、参加者は各自のレベルに分か
れながらスキーやスノーボードの技術を教わりまし
た。参加者は、それぞれ熱心に指導員の話を聞きなが
ら技術向上に励んでいました。特に参加者の１年生
は、これから初めて学校の授業でもスキー授業がある
ので、頑張りたいと意気込んでいました。

瀬棚区移動スキー教室

　北檜山中学校2年生の白倉千都枝（ちづえ）さんが2

月4日から岐阜県高山市で開かれた全国中学校スキー

大会（日本中学校体育連盟など主催）スキーアルペン

競技の回転に出場しました。白倉さんは、昨年まで2

年連続で全国中学校スキー大会に出場した白倉悠貴さ

ん（高1）の妹さんで、1月16日富良野市で行われた北

海道中学校スキー大会の女子回転で１０位に入り、全国

大会への切符を手に入れました。白倉さんの今後益々

のご活躍を期待しています。

白倉千都枝さん(北中2年)全道中体連スキー大会で入賞し全国大会へ

　１月２9日（木）、久遠小学校において「米粉を使用し
た食育学習」が開催されました。今回は、久遠小学校
５,６年生と保護者を対象に、主食である「米」の消費・
普及に関する学習を通し、「米」及び「食」に関する知
識と理解を深めました。北海道農政事務所担当者の協
力のもと、日本の食料自給率100%の米から精製された
米粉（上新粉より粒子が小さいもの）について説明。そ
の後、米粉を使用した調理レシピを参考に「米粉DE
チーズケーキ〜炊飯器バージョン」と地元特産品のア
ワビを使った「カラフルポテトニョッキ」の2品を調理
しました。

久遠小学校家庭教育学級（食育）
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ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
        

北
檜
山
職
業
相
談
室
で

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

雇
用
保
険
受
給
手
続
か
ら
認

定
・
給
付
ま
で
、
ご
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

で
受
付
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函
館
・
北
檜

山
職
業
相
談
室
へ
の
３
月
の
職

員
派
遣
日
は
次
の
と
お
り
で

す
。
大
成
区
の
方
の
管
轄
は
江

差
出
張
所
で
す
。

●
派
遣
日
時

・
３
月　

日
昌
午
後
１
時
〜
５
時

１８

・
３
月　

日
昭
午
前
9
時
〜
正
午

１９

問
合
せ　

北
檜
山
職
業
相
談
室

　

殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
7
2
4

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

　

殺
0
1
3
7
・
6
2
・
2
5
0
9

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
差

　

殺
0
1
3
9
・
5
2
・
0
1
7
8

ご
利
用
く
だ
さ
い　
  　
         

精
神
保
健
相
談
（
心
の
健
康

相
談
）
の
実
施
に
つ
い
て

　

八
雲
保
健
所
で
は
、
精
神
保

健
及
び
同
障
が
い
者
福
祉
に
関

す
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相

談
は
、
事
前
予
約
制
で
す
。

●
日
時
／
３
月　

日
昭

１２

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

●
場
所
／
八
雲
保
健
所
今
金
出
張
所

●
相
談
員
／
精
神
科
医
師
又
は

心
理
相
談
員

問
合
せ　

八
雲
保
健
所
健
康
推
進
課

　

殺
0
1
3
7
・
6
3
・
2
1
6
8

　

ご
確
認
く
だ
さ
い　
　
　
         

労
働
保
険
年
度
更
新
時

期
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
か
ら
労
働
保
険

２１

の
年
度
更
新
時
期
が
社
会
保
険

の
算
定
基
礎
届
の
提
出
期
間
と

統
一
さ
れ
、
従
来
の
４
月
１
日

〜
５
月　

日
ま
で
か
ら
、
６
月

２０

１
日
〜
７
月　

日
ま
で
に
変
わ

１０

り
ま
す
。
な
お
、
労
働
保
険
料

の
算
定
対
象
期
間
は
、
従
来
通

り
４
月
１
日
か
ら
３
月　

日
に

３１

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
度
更

新
申
告
書
は
、
６
月
初
旬
に
郵

送
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

北
海
道
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
適
用
室

　

殺
0
1
1
・
7
0
9
・
2
3
1
1

問
合
せ　

函
館
労
働
基
準
監
督
署

　

殺
0
1
3
8
・
2
3
・
1
2
7
6

　

ご
確
認
く
だ
さ
い　
  　
         

住
宅
の
建
設
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
へ

　

本
年　

月
１
日
以
降
に
引
き

１０

渡
さ
れ
る
住
宅
に
は
、
法
律
よ

り
、
建
設
業
者
な
ど
が
「
保
証
金

の
供
託
」
か
「
保
険
へ
の
加
入
」

を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
住
宅
を
建
て
る
場
合

に
は
、
そ
の
住
宅
に
「
保
険
へ
の

加
入
」
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ

て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

檜
山
支
庁
建
設
指
導
課

建
築
住
宅
係

　

殺
0
1
3
9
・
5
2
・
6
6
3
2

　

ご
利
用
く
だ
さ
い　
  　
         

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金

等
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度

■自動車税のお知らせ〜自動車税は、４月１日時点の自動車の所有者に１年分課税されます。陸運支局で２１年３
月末までに抹消登録を完了した場合、２１年度分の自動車税は課税されません。現在、廃車を検討されている方
は、３月中に抹消登録をお済ませくださいますようお願いします。　檜山支庁税務課 殺0139-52-6471

（有料広告）
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戸籍の窓口
（１月１日〜１月３１日届出）

　この欄に掲載をしている方は、本人または

ご家族の了解を得ています。

人口と世帯

１月末現在（前月比）

（−１２）10,１８１人人 口

（−３）4,８１７人男

（−９）5,３６４人女

（＋３）4,６３１世帯世 帯

　

特
別
徴
収
の
対
象
者
は
、
個

人
住
民
税
の
納
税
義
務
者
の
う

ち
、
前
年
中
に
公
的
年
金
等
の

支
払
を
受
け
た
方
で
あ
っ
て
、

平
成　

年
4
月
1
日
現
在
で
、

21

国
民
年
金
法
に
基
づ
く
老
齢
基

礎
年
金
等
の
支
払
い
を
受
け
て

い
る　

歳
以
上
の
方
で
す
。
た

６５

だ
し
、
次
の
場
合
は
、
特
別
徴
収

の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

①
当
該
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金

額
が　

万
円
未
満
で
あ
る
方
。

１８

②
当
該
年
度
の
特
別
徴
収
税
額

が
老
齢
等
年
金
給
付
の
年
額
を

超
え
る
方
。

　

特
別
徴
収
は
、
老
齢
基
礎
年

金
等
が
対
象
で
、
対
象
税
額
は
、

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
割
額

及
び
均
等
割
額
と
な
り
ま
す
。

※
こ
の
制
度
は
、
個
人
住
民
税

の
支
払
い
方
法
を
変
更
す
る
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
新
た

な
負
担
は
生
じ
ま
せ
ん
。

　

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
の
開
始

は
、
平
成　

年　

月
支
給
分
の

21

10

年
金
か
ら
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め　

年
度
の
税
額
の
半
分
に

21

つ
い
て
は
、
平
成　

年
6
月
及

21

び
8
月
に
納
税
通
知
書
に
よ
り

納
め
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な

い
方
の
個
人
住
民
税
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り
の
方
法
で
納

め
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

税
務
課
課
税
係

　

殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
1
1
1

お
詫
び       　
　
　
  　
　
　
  

　

広
報
せ
た
な
２
月
号　

ペ
ー

１７

ジ
の
お
く
や
み
欄
で
「
坂
本
幸

雄
さ
ん
（
新
成
）」
と
あ
る
の
は

「（
太
櫓
）」
の
誤
り
で
し
た
の
で

お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。お誕生おめでとう 　　　　

○河田　 瞬汰  く  ん　（直樹）西丹羽
しゅんた

○髙橋はるか ちゃん　（準也）東大里１区

○新保　 温大  く  ん　（法男）本町１区
は る と

○平賀　 未菜  ちゃん　（英勝）東大里３区
み な

○光銭　 洸太  く  ん　（ 浩 ）久　遠
こ う た

○佐々木 和哉  く  ん　（正人）　  都
か ず や

ご結婚おめでとう　　 　　

　彌左　直人 さん　西大里

　坂本麻衣子 さん　兵庫県

おくやみ申し上げます 　　

○大口　桂治 さん　（５７歳）愛　知

○植田　早實 さん　（８２歳）豊　岡

○徳光　忠治 さん　（７６歳）北檜山

○櫻庭　積美 さん　（９２歳）豊　岡

○新庄　静子 さん　（９８歳）北檜山

○栗本　　茂 さん　（７６歳）北檜山

○奈良　英子 さん　（７１歳）豊　岡

○新保　友一 さん　（５８歳）本町６区

○柳田　　操 さん　（９５歳）北島歌１区

○岡崎　サヨ さん　（９８歳）三杉荘

○武藤　五月 さん　（69歳）久　遠

○伊藤　　訓 さん　（59歳）　  都

○佐野　一雄 さん　（73歳）久　遠

○佐々木トワ子 さん　（74歳）　  都

灼 年金係からのお知らせ 　　　　                      　　

■問い合わせ先／函館社会保険事務所 殺 ０１３８-５６-１１６5
・本庁町民児童課戸籍年金係 [担当/尾野] 殺 0137-84-5111（内線１１３7）
・瀬棚総合支所総務税務課戸籍年金係 [担当/竹内] 殺 0137-87-3311（内線3115）
・大成総合支所町民福祉課戸籍年金係 [担当/奥村] 殺 01398-4-5511（内線２１５８）

ムダにしていませんか？あなたの国民
年金保険料

　年金を受けるためには、国民年金保険料

を納めている期間と、免除が該当になった

期間※１）、そして厚生年金等の加入期間を

合わせて原則２５年（３００ヶ月）以上が必要

です。例えば、厚生年金に加入したことが

ある方でも、厚生年金期間と国民年金保険

料の納付期間や免除期間と合わせて３００ケ月に満たない場合は、

将来年金を受け取ることができなくなってしまいます。

　また、国民年金の給付には、老後の生活保障である老齢基礎年

金のほかに、思いがけない事故などにより障害が残ったり、死亡

したときには障害基礎年金や遺族基礎年金※２）が支給されます。

　自分自身のため、家族のため、納めてきた保険料をムダにしな

いためにも、まずは年金を受け取る資格をつけましょう！　

　免除に関する相談や加入期間の確認など、お気軽に社会保険事

務所や戸籍年金係までお問い合わせください。

※１）半額、3/4、1/4免除の該当になった方は、残りの保険料を

納めなければその期間は、未納になってしまいますので注意して

ください。

※２）遺族基礎年金は、生計維持関係のある１８歳未満の子（障害

のある子の場合は２０歳未満）がいるときに支給されます。



■
編
集
・
発
行
　
せ
た
な
町
政
策
調
整
課
広
報
統
計
係

〒
０４９
  -  ４

5９２
　
久
遠
郡
せ
た
な
町
北
檜
山
区
徳
島
6
3
番
地
1

志
０１３７

 - ８４
 - 5
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／
思
０１３７

 - ８４
 - 4
6
5
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▼
２
月
３
日
は
節
分
と
い
う
こ
と
で

各
区
の
保
育
所
（
園
）
で
「
豆
ま
き
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
豆
ま
き
」
は
、
中

国
の
習
俗
か
ら
き
た
も
の
で
、
豆
は

「
魔
滅
（
ま
め
）」
に
通
じ
、
無
病
息
災

を
祈
る
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
瀬

棚
保
育
所
・
大
成
保
育
園
で
は
鬼
が
登

場
。
子
ど
も
達
は
、
豆
を
ま
い
て
鬼
退

治
を
し
ま
し
た
。
中
に
は
、
真
剣
に
鬼

か
ら
逃
げ
回
っ
て
、
大
号
泣
す
る
子

も
。
北
檜
山
保
育
所
で
は
、
先
生
が
ま

い
た
豆
を
拾
う
「
豆
拾
い
」。
ど
ち
ら

も
悪
い
鬼
を
無
事
に
追
い
払
う
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
近
年
全

国
的
に
広
が
っ
た
「
恵
方
巻
き
」
は
、
関

西
か
ら
始
ま
り
、
節
分
の
夜
に
そ
の
年

の
恵
方
に
向
か
っ
て
目
を
閉
じ
て
無

言
で
、
願
い
事
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

太
巻
き
を
ま
る
か
じ
り
す
る
の
が
習

わ
し
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
バ

レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
な
ど
と
同
じ
よ
う

に
、
販
売
促
進
を
目
的
と
し
た
傾
向
が

あ

る

と

も

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

ち
な
み
に
、
2
月　

日
の
バ
レ
ン
タ
イ

１４

ン
デ
ー
、
3
月　

日
の
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー

１４

に
続
き
4
月　

日
は
、
オ
レ
ン
ジ
デ
ー

１４

と
の
こ
と
。
こ
れ
は
、
2
人
の
愛
を
確

か
め
合
う
日
で
、
オ
レ
ン
ジ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
そ
う
で
す
。
韓
国
で
は
そ

の
他
に
も
、
ブ
ラ
ッ
ク
デ
ー
や
イ
エ

ロ
ー
デ
ー
が
あ
る
み
た
い
で
す
が
…
。

そ
し
て
、
良
い
鬼
は
春
を
連
れ
て
き
て

く
れ
る
と
保
育
所
で
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
最
近
、
寒
い
日
が
続
い
て
い
る

の
で
、
春
が
来
る
の
が
待
ち
遠
し
い
で

す
ね
。　
　
　

（
黒
澤
・
藤
谷
・
稲
船
）

編

集

後

記

広報
せ
た
な
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　新しい兜野橋が完成！渡橋式が行われました広報見聞録  

Koho - kenbunroku

　平成15年から架け替え工事が行われていた兜野橋が完成し、2月6

日（金）、渡橋式が行われました。兜野橋が架かる北檜山大成線は、北

檜山区の国道229号を起点とし、大成区に至る幹線道路。明治30年に

最初のつり橋が完成し、数度の水害に見舞われ、昭和13年現在地に兜

野橋として竣工。昭和40年に改修を行い、今回で3代目となります。

新しい兜野橋は、全長268.2m、幅員11m、総工費約15億4千万円。

　渡橋式には、高橋町長、桜井議長をはじめ、発注者である函館土木

現業所、施工業者などの関係者の皆さんが出席。テープカットの後、

車両による渡り初めを行いました。

▲渡り初めのようす ▲新しい兜野橋


